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平成31年
第1回定例会

会期　3月5日（火）〜15日（金）

3/5 一般質問
　利根川議員・井上議員� （P10）
　小澤議員・飯田議員� （P11）
　平野議員・田代議員� （P12）

3/6 一般質問
　齋藤議員・南雲議員� （Ｐ13）
　大舘議員� （Ｐ14）

3/7 委員会審査
　�特別委員会１件（総合計画）
議案審議等
　�承認１件（専決処分）、議案11件（条例
新設・条例改正・指定管理者・補正予
算）

3/8 委員会報告
　�特別委員会１件（総合計画）
議案審議
　�議案１件（予算）
委員会審査
　�特別委員会１件（指定管理者）

3/11 現地視察（工事予定箇所）

3/12 委員会審査
　委員会２件（条例・指定管理者）

3/13 委員会審査
　�特別委員会１件（予算）

3/14 委員会審査
　�特別委員会１件（指定管理者）

3/15 議案審議等
　�委員会報告３件（条例・指定管理者・
予算）、議案８件（予算）、同意２件（人
事）、各種報告などが行われ、閉会し
ました。

　

本
紙
２
１
３
号
で
既
報
の

通
り
、
「
松
田
町
総
合
計
画

審
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置

し
、
２
月
19
日
、
22
日
及
び

３
月
７
日
に
会
議
を
開
催
し

て
、
町
長
・
副
町
長
・
教
育

長
以
下
各
課
長
等
が
出
席
し
、

合
計
５
回
に
わ
た
る
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

基
本
構
想
及
び
基
本
計
画

の
具
体
的
な
実
施
計
画
で
あ

る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
説
明
・
質
疑
応
答
等
を
章

ご
と
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、

総
合
計
画
の
全
体
像
を
捉
え

る
と
と
も
に
、
実
施
に
必
要

な
財
政
推
計
の
審
査
を
重
ね

ま
し
た
。

女
性
活
躍
の
成
果
目
標

と
し
て
、
合
計
特
殊
出
生
率

を
設
定
す
る
の
は
適
当
で
な

い
と
思
う
が
ど
う
か
。

（
政
策
推
進
課
）

　

松
田
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・

総
合
戦
略
の
Ｋ※

Ｐ
Ｉ
の
目
標

指
標
に
も
設
定
し
て
お
り
、

ま
た
、
基
本
計
画
に
お
い
て

も
将
来
人
口
フ
レ
ー
ム
と
い

う
基
盤
を
つ
く
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
設
定
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。

※
Ｋ
Ｐ
Ｉ
・
目
的
を
達
成
す
る
た

め
の
過
程
を
計
測
す
る
た
め
の
中

間
目
標
と
な
る
指
標
の
こ
と
。

人
件
費
の
ピ
ー
ク
が
２

０
２
２
年
度
で
２
０
１
７
年

度
決
算
よ
り
約
１
億
円
増
と

な
っ
て
い
る
。
平
成
26
年
度

機
構
改
革
の
際
に
人
件
費
抑

制
と
い
う
条
件
が
あ
っ
た
と

思
う
が
ど
う
か
。

（
総
務
課
・
政
策
推
進

課
）

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ

り
、
２
０
２
０
年
度
か
ら
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
が
始

ま
り
、
現
在
物
件
費
で
あ
る

賃
金
で
雇
用
し
て
い
る
臨
時

職
員
が
対
象
と
な
り
、
人
件

費
扱
い
と
な
る
た
め
増
額
と

な
っ
て
い
る
。
増
額
相
当
分

は
物
件
費
が
減
額
と
な
る
。

総
合
計
画
に
関
す
る
審
査

平成31年度
９会計の予算を可決
総額81億8,421万円

前年度対比
1億5,278万円の減

　

平
成
31
年
度
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
予
算
が
提
案
さ
れ
、
３
月

８
日
、
11
日
、
13
日
、
15
日
に
予
算
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
一
般
会
計
予
算
は
、
議
員
11
名
で
構
成
さ
れ
る
予
算
審
査

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
こ
に
付
託
し
て
13
日
に
副
町
長
・
教
育
長

以
下
、
参
事
・
課
長
職
か
ら
係
長
職
の
職
員
40
余
名
出
席
の
も
と
詳
細

に
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
審
査
の
結
果
は
、
15
日
の
本
会
議
で

特
別
委
員
会
報
告
（
４
ペ
ー
ジ
参
照
）
が
行
わ
れ
、
予
算
総
額
48
億
８

千
万
円
の
一
般
会
計
予
算
が
、
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
第
４
回
定
例
会
で
提
案
さ
れ
、
特
別
委
員
会
で
審

査
し
て
い
た
第
６
次
総
合
計
画
基
本
構
想
及
び
基
本
計
画
は
、
閉
会
中

及
び
本
会
期
中
の
審
査
の
結
果
、
特
別
委
員
会
報
告
（
次
ペ
ー
ジ
参

照
）
が
行
わ
れ
、
本
会
議
で
討
論
の
後
、
採
決
が
行
わ
れ
、
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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　本委員会は、平成30年12月7日及び平成31年1月21日に委員11名中10名出席、2月19日、2月22日及び3
月7日に委員11名全員出席のもとに、役場４階大会議室で委員会を開催し、平成30年第4回議会定例会において
付託された「議案第51号　松田町第6次総合計画基本構想及び基本計画について」を、慎重に審査しましたので、
次のとおり報告します。

記
１．審査の結果
　　　採決の結果、賛成多数で原案のとおり可決すべきものと決定しました。
２．審査の内容
　　　町長、副町長、教育長、課長級以上の全職員及び政策推進課担当職員出席のもと、2019年度から2026

年度の8年間の松田町が目指すまちづくりの指針を定める松田町第６次総合計画基本構想及び基本計画を、財
政推計も合わせて詳細に審査しました。

　　　松田町第6次総合計画は、松田町自治基本条例の理念に基づき、町民アンケート調査・ワークショップ・ま
ちづくり団体とのヒアリング・パブリックコメント等を実施して現状と課題を分析し素案を作成し、更に松田
町総合計画審議会に諮問をして策定したものです。

　　　審査の結果、「いのち“育み”未来へ“ツナグ”進化“つづける”故郷」という将来像を掲げた基本構想、
その実現のための施策目標を定めた基本計画を、妥当なものと判断しました。

なお、次の項目について、強く申し入れをして原案のとおり賛成することとしました。
（1）事業実施に当たっては、財政状況を確認しながらＰＤＣＡサイクルにより評価・検証を徹底されたい。
（2）積極的な人口増加策を展開し、財源確保に努められたい。
（3）今後速やかに総合計画に基づく、健全財政の指標等を示されたい。

� 平成31年3月7日
　松田町議会議長 中野 博 殿
� 松田町総合計画審査特別委員会委員長　石内　浩　　　　

松田町総合計画審査特別委員会報告書

第６次総合計画基本構想及び基本計画について（討論）

賛成討論 飯田　一　議員
　私、飯田一は、「議案第51号松田町第6次総合計画基
本構想及び基本計画について」に賛成の立場から討論を
行います。
　この松田町を持続可能な魅力ある町とするため、第6
次総合計画の策定においては、町民アンケートや座談会、
各種団体ヒアリング、中学生のワークショップ、そして
パブリックコメント、松田町総合計画審議会の審議を経
るなど町民各層の幅広い意見を集約し作成したもので
す。今後8年間の町の基本計画・基本構想の将来像であ
る「いのち“育み”未来へ“ツナグ”進化“つづける”
故郷」を実現するため、松田小学校整備事業、新松田駅
前整備事業など財政負担を伴う大きな事業も抱えていま
すが、今必要なものは、先送りすることなく、今行動を

起こさなければなりません。
　第6次総合計画を着実に遂行することにより、福祉の
向上を図り、豊かな自然を守り、また少子高齢化による
人口減少、商業の衰退など負の部分を克服し、各事業に
おけるＰＤＣＡサイクルのチェック機能とＳＤＧｓの理
念をしっかり推進することが、町民の期待するまちづく
りにつながることと確信をいたします。
　人を育て、町の賑いを取り戻し、協働・参加の社会を
つくり、安心して未来へ“ツナゲ”なければなりません。
　限られた行政資源を最大限有効活用されることを望み
賛成討論とさせていただきます。
　議員の皆様の賛同をよろしくお願いいたします。

反対討論 井上　栄一　議員
　私は、「議案第51号松田町第6次総合計画基本構想及
び基本計画について」反対の立場で討論を行います。
　第6次総合計画基本構想及び基本計画は、これからの
松田町の行財政運営の基本であり、松田町の計画の実現
に向けた施策及び施策の進め方を示すものであります。
　大規模事業としては、防災無線デジタル化事業や松田
小学校整備事業を始め新松田駅前整備事業などが計画さ
れ、さらに町のインフラ等の公共施設整備計画もまだそ
の全容が示されておりません。
　そして、これら事業を実施していく財源は借入金であ
り、この起債に係る将来に向けての莫大な公債費の償還
が町の財政負担として、この先20年から30年先まで
待ち構えています。
　しかしながら、今回改定されます第6次総合計画の審
議では、これらの大規模事業を実施していくための財政

的な検討はほとんどされていないのか、第6次総合計画
実施期間の財政指標の推計すら一部しか示されておりま
せん。
　議会として第6次総合計画基本構想及び基本計画を議
決するにあたり、今後、総合計画の実施及び適切な財政
運営を議会や町民がチェックしていくためには、これら
に必要な財政推計が示されないことは、議会が議決した
責任を全うするには不十分だと考えます。
　総合計画の諸事業に基づく町の財政負担が、将来にわ
たって健全性を担保できるものなのか否かの判断が出来
てこそ、松田町の将来を託せる総合計画基本構想・基本
計画だと言えるのではないでしょうか。
　今後、速やかに総合計画に基づき、財政推計及び財政
指標が示されることを要望として申し添えまして、本議
案についての反対討論とさせていただきます。
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一
般
会
計
予
算
の
主
な
質
疑

　
　

一
般
会
計
の
中
で
、
公

債
費
の
占
め
る
割
合
が
増
大

し
て
い
る
。
財
政
見
込
み
、

財
政
推
計
、
経
常
収
支
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

（
政
策
推
進
課
）

　

長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
し

て
、
松
田
小
学
校
整
備
事
業

の
公
債
費
比
率
を
踏
ま
え
、

２
０
３
５
年
度
15
％
、
経
常

経
費
95
・
２
％
と
い
う
推
計

で
あ
っ
た
。
現
在
、
財
政
推

計
は
、
総
合
計
画
の
事
業
を

見
据
え
、
新
た
な
土
地
利
用

や
町
税
外
収
入
を
見
込
み
、

再
度
推
計
を
し
て
い
る
。
歳

出
の
抑
制
と
し
て
、
町
民
と

痛
み
を
分
か
ち
合
う
と
い
う

観
点
か
ら
、
補
助
金
等
の
見

直
し
や
、
今
ま
で
の
大
き
な

事
業
は
一
時
的
に
優
先
順
位

を
定
め
て
縮
小
も
検
討
し
て

い
く
。

　
　

ハ
ー
ブ
館
の
赤
字
を
西

平
畑
公
園
駐
車
場
の
料
金
収

入
で
補
填
す
る
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
が
、
ど
う
い
う
取

り
決
め
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

（
観
光
経
済
課
）

　

平
成
29
年
度
指
定
管
理
者

募
集
で
は
、
西
平
畑
公
園
駐

車
場
の
収
入
全
額
を
ハ
ー
ブ

館
の
収
入
に
入
れ
る
と
説
明

を
し
た
が
、
平
成
30
年
度
は

ハ
ー
ブ
館
が
町
直
営
と
な
っ

た
の
で
、
不
足
分
を
駐
車
場

収
入
で
補
う
形
で
や
っ
て
い

る
。
ま
た
、
次
年
度
以
降
の

指
定
管
理
者
を
募
集
す
る
際

に
は
、
駐
車
場
収
入
全
額
を

ハ
ー
ブ
館
収
入
に
充
て
、
町

か
ら
の
指
定
管
理
料
を
支
出

し
な
い
形
で
募
集
要
項
を
作

成
す
る
。

　
　

町
税
収
入
の
減
少
傾
向

に
つ
い
て
、
今
後
の
推
移
予

測
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

そ
の
対
策
と
し
て
公
有
財
産

の
使
用
料
等
を
増
や
す
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
が
、
町
民
サ

ー
ビ
ス
の
見
直
し
に
な
る
こ

と
を
納
得
し
て
も
ら
え
る
努

力
が
必
要
で
は
な
い
か
。

（
税
務
課
・
政
策
推
進

課
・
教
育
課
）

　

生
産
年
齢
人
口
減
少
に
よ

り
、
毎
年
０
・
８
％
程
度
減

収
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

町
税
外
収
入
に
取
り
組
む

こ
と
で
収
入
全
体
の
大
幅
な

減
少
を
抑
え
る
。
公
民
館
使

用
料
の
減
免
を
見
直
す
件
は

な
か
な
か
進
ま
な
い
が
、
団

体
個
々
の
事
情
も
考
慮
し
て

次
年
度
以
降
動
き
出
す
予
定
。

自
主
財
源
確
保
の
た
め

に
も
、
財
産
運
用
収
入
や
売

却
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な

い
か
。
遊
休
町
有
地
の
有
効

利
用
で
土
地
使
用
料
を
確
保

し
て
、
守
っ
て
い
き
た
い
土

地
は
守
り
、
処
分
し
て
い
い

土
地
は
売
却
を
図
る
が
、
売

却
益
は
臨
時
的
財
源
な
の
で
、

経
常
経
費
に
使
う
の
で
は
な

く
目
的
を
持
っ
た
基
金
に
積

ん
で
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
副
町
長
・
総
務
課
）

　

自
販
機
の
設
置
等
の
行
政

財
産
の
目
的
外
使
用
の
収
入

も
進
め
た
い
。
町
有
地
利
活

用
に
つ
い
て
は
、
現
在
寄
１

番
地
は
事
業
公
募
し
て
い
る
。

ま
た
、
土
地
を
お
貸
し
し
て

使
用
料
収
入
を
頂
い
て
い
る

所
も
、
売
却
の
可
能
性
も
あ

る
。
現
在
有
効
利
用
し
て
い

な
い
土
地
も
あ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
利
活
用
に
取
り
組
み
、
売

却
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、

そ
れ
に
必
要
な
事
業
費
に
充

て
た
り
、
目
的
を
持
っ
た
基

金
に
積
む
。

　
　

社
会
福
祉
協
議
会
に
全

額
人
件
費
の
補
助
金
を
出
し

て
い
る
が
、
全
額
出
す
こ
と

が
い
い
の
か
。

（
副
町
長
）

　

稼
い
で
い
た
だ
く
こ
と
を

念
頭
に
、
い
か
に
補
助
金
を

削
減
で
き
る
か
と
い
う
方
策

は
、
担
当
課
を
含
め
て
早
急

に
検
討
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
い
う
問
題
は
意
識
し
て

い
る
。

　
　

人
件
費
は
上
昇
傾
向
に

あ
る
が
対
策
は
。

　
　

（
副
町
長
・
総
務
課
）

　

人
件
費
に
つ
い
て
は
、
32

年
度
よ
り
国
の
「
働
き
方
改

革
」
に
基
づ
き
、
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
が
始
ま
る
。

そ
れ
に
伴
い
、
物
件
費
の
賃

金
か
ら
人
件
費
へ
組
変
わ
る

こ
と
と
な
り
、
人
件
費
の
増

加
、
賃
金
の
減
少
が
見
込
ま

れ
る
。
ま
た
、
再
任
用
職
員

の
採
用
、
時
間
外
手
当
抑
制

の
た
め
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

の
利
用
促
進
等
行
政
改
革
が

必
要
で
あ
る
。

収 
支
・
財 

政

審査の内容
　歳入については一括、歳出については各款ごと
に審査しました。
　歳入は、自主財源の根幹である町税が減少傾向
にあるので、新たな財源の確保に引き続き取り組
む必要があります。
　歳出は、新たに始まる松田町第6次総合計画に
基づき予算編成をされ、魅力あるまちづくりに取
り組んでいますが、厳しい予算編成となっていま
す。
　これらのことを踏まえ、次の事項について強く
申し入れをして賛成することとしました。
（1）平成31年度大型事業については、詳細な財
政推計を示してから執行されたい。
（2）遊休町有地を活用した人口増加策に努めると
ともに、町有地売払収入は、基金等に積み増し
をされたい。
（3）地方創生事業の委託料の中に改修費が含まれ
ているので、投資的事業と区分して執行された
い。

予算審査特別委員会報告書（抜粋）
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防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ

タ
ル
化
の
改
修
工
事
に
つ
い

て
、
難
聴
地
域
へ
の
対
応
は
。

（
安
全
防
災
担
当
室
）

　

難
聴
地
域
は
５
地
区
存
在

し
、
個
別
受
信
機
を
無
償
で

配
布
し
て
い
る
。
個
人
的
に

必
要
な
方
は
補
助
金
を
活
用

し
て
い
た
だ
く
。

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

設
置
費
補
助
金
の
30
万
円
は
、

ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
の
か
。

（
安
全
防
災
担
当
室
）

　

１
件
当
た
り
補
助
金
５
千

円
を
上
限
と
し
て
、
３
分
の

１
補
助
で
と
思
っ
て
い
ま
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
、
新
規
３

機
の
設
置
場
所
は
。

（
安
全
防
災
担
当
室
）

　

宮
下
児
童
公
園
と
中
屋
敷

児
童
公
園
、
弥
勒
寺
の
５
分

団
詰
所
あ
た
り
で
す
。

女
性
が
輝
き
活
躍
す
る

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
委
託

料
１
千
万
円
、
創
生
拠
点
施

安 

全
・
定 

住

産
業
・
教
育
・
そ
の
他

設
運
営
委
託
料
２
千
２
百
万

円
の
内
容
は
。

（
定
住
少
子
化
担
当

室
）

　

前
段
は
、
地
域
商
社
の
設

立
を
目
的
と
し
た
団
体
の
育

成
、
起
業
家
や
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
の
育
成
等
の
支
援
を
行
う

も
の
で
、
後
段
は
、
民
間
活

力
を
生
か
し
た
運
営
事
業
者

を
誘
致
し
、
指
定
管
理
者
と

連
携
し
な
が
ら
実
施
し
て
い

く
も
の
で
す
。

定
住
少
子
化
対
策
支
援

事
業
は
前
年
よ
り
減
額
さ
れ

て
い
る
。
理
由
は
。

（
定
住
少
子
化
担
当

室
）

　

Ｙ
Ｈ
Ｖ
推
進
協
議
会
が
国

か
ら
交
付
金
を
受
け
て
実
施

す
る
農
山
漁
村
振
興
推
進
計

画
に
あ
る
、
民
泊
の
受
入
検

討
や
空
き
家
活
用
モ
デ
ル
の

構
築
と
い
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
活
用
し
実
施
し
て
い
く
た

め
、
本
事
業
は
減
額
と
な
っ

て
い
る
。

　
　

小
児
医
療
助
成
費
は
０

歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の

自
己
負
担
額
に
対
し
て
助
成

を
す
る
事
業
だ
が
、
０
歳
か

ら
小
学
校
卒
業
ま
で
に
制
度

を
変
え
る
考
え
は
。

（
子
育
て
健
康
課
）

　

年
齢
が
小
さ
い
子
ほ
ど
医

療
費
が
か
か
る
と
い
う
の
が

現
実
で
あ
り
、
神
奈
川
県
内

の
自
治
体
の
ほ
と
ん
ど
が
中

学
生
ま
で
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
現
状
の
０
歳
か
ら
中
学

生
ま
で
と
し
た
い
。

足
柄
上
地
区
の
ご
み
処

理
施
設
整
備
は
新
し
く
広
域

行
政
が
始
ま
る
が
、
処
理
施

設
の
稼
働
と
、
東
部
清
掃
組

合
の
施
設
の
状
況
は
。

（
環
境
上
下
水
道
課
）

　

平
成
31
年
度
の
準
備
室
設

置
以
降
、
施
設
の
準
備
計
画
、

生
活
環
境
影
響
調
査
等
踏
ま

え
、
概
ね
37
、
38
年
度
位
に

施
設
建
設
、
39
、
40
年
度
位

に
稼
働
と
い
っ
た
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
な
っ
て
い
る
。
東
部

清
掃
組
合
の
現
施
設
は
概
ね

10
年
間
は
維
持
で
き
る
と
聞

い
て
い
る
。

　
　

耕
作
放
棄
地
対
策
補
助

金
の
対
象
者
は
。

（
観
光
経
済
課
）

　

耕
作
放
棄
地
と
認
め
た
農

地
に
対
し
、
農
地
法
に
よ
る

許
可
を
受
け
３
年
以
上
の
賃

貸
契
約
を
行
っ
て
い
る
農
業

者
・
団
体
及
び
農
地
購
入
者

を
予
定
し
て
い
る
。

特
産
品
開
発
事
業
補
助

金
は
、
事
業
継
続
で
あ
れ
ば

毎
年
支
給
さ
れ
る
の
か
。
補

助
金
支
給
後
の
追
跡
調
査
は

さ
れ
て
い
る
か
。

（
観
光
経
済
課
）

　

同
一
事
業
に
対
し
、
３
年

間
ま
で
支
給
で
き
る
。

　

ど
う
い
う
状
況
で
売
ら
れ

て
い
る
か
、
販
路
な
ど
追
跡

調
査
を
し
て
い
る
。

農
泊
事
業
の
目
的
は
。

（
観
光
経
済
課
）

　

Ｙ
Ｈ
Ｖ
事
業
と
し
て
、
寄

地
区
の
活
性
化
を
目
指
し
て

い
る
。

　
　

文
化
芸
術
鑑
賞
事
業
に

つ
い
て
、
文
部
科
学
省
が
育

成
事
業
で
全
国
を
回
っ
て
無

料
で
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
こ
の
事
業
を
活
用
し
、

予
算
を
見
直
す
考
え
は
。

（
教
育
課
）

　

昨
年
度
文
化
庁
の
事
業
で

行
っ
た
。
２
年
連
続
は
難
し

い
部
分
も
あ
る
か
と
思
う
が
、

事
業
利
用
を
考
え
た
い
。

未
来
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

育
成
応
援
助
成
金
の
今
年
度

の
利
用
状
況
と
ス
ー
パ
ー
キ

ッ
ズ
育
成
団
体
助
成
金
の
内

容
は
。（

教
育
課
）

　

前
段
は
、
文
化
芸
術
活
動

や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
活
躍
が

顕
著
で
あ
る
者
等
を
対
象
に

保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
の
制
度
で
、

今
年
度
15
人
の
名
前
が
挙
が

っ
て
い
ま
す
。
後
段
は
小
学

生
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
団
体

の
育
成
振
興
を
し
、
子
供
達

の
未
来
を
育
む
観
点
か
ら
支

援
す
る
も
の
で
す
。

寄
幼
稚
園
の
今
後
に
つ

い
て
、
保
護
者
の
考
え
方
を

捉
え
て
い
る
か
。
保
育
園
と

の
統
合
・
幼
保
一
元
化
又
は

認
定
こ
ど
も
園
等
含
め
た
考

え
方
は
。

（
教
育
長
）

　

保
護
者
と
の
直
接
会
話
の

必
要
性
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

小
学
校
・
松
田
幼
稚
園
と
の

交
流
も
昨
年
以
上
に
積
極
的

に
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

第
21
回
桜
ま
つ
り
で
協

力
金
を
徴
収
し
た
が
、
町
有

財
産
で
あ
る
公
園
で
、
観
光

協
会
に
委
託
を
し
て
実
施
し

て
い
る
。
協
力
金
は
町
の
収

入
で
は
な
い
か
。

（
観
光
経
済
課
）

　

桜
ま
つ
り
の
運
営
費
及
び

桜
の
延
命
・
育
成
を
図
る
目

的
で
協
力
い
た
だ
い
た
も
の

で
あ
り
、
観
光
協
会
の
収
入

と
な
る
の
で
、
町
予
算
の
歳

入
と
し
て
計
上
し
て
い
な
い
。

入
園
料
な
ら
ば
条
例
化
し
て

町
の
収
入
と
な
る
。
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平成31年度松田町一般会計予算について（討論）

賛成討論 田代　実　議員
　予算審査特別委員会報告に、賛成の立場で討論を行い
ます。
　前提といたしまして、昨年12月の第4回定例会で審
査した平成30年度一般会計補正予算第6号「松田小学
校等整備事業」の総事業費31億6,700万円（校舎建替
え28億9,600万円、小学校入口の町道3号線改良2億
7,100万円）、その財源の多くを町債24億円余（その
後、国庫補助と基金繰入増で19億円余に変更）に委ね
ていることが賛否の論点となり、賛成多数で可決した経
緯があります。
　そして、新年度予算の審査では町税収入が減少傾向
で推移するなか、この事業による新たな元利償還金が
2026年度から年1億300万円となり、後年度の財政
を圧迫するため設計段階で規模を見直し、事業費を縮小
するか否かが争点となっています。
　松田小学校建替えにかかる大規模事業は、2019年
度から2022年度までの4か年にわたるものです。そし
て、小学校の入口に通じる町道3号線が非常に狭いため、
登下校時の児童や地域住民の安全を確保する目的で、現
道4ｍの幅員を7ｍ（歩道2ｍ・車道5ｍ）への拡幅工
事が計画されています。この町道は、本来であれば相当
以前に完了すべき事業ではなかったのでしょうか。

　町が優先すべき事業は義務教育施設の整備と運営、町
民の福祉向上です。松田小学校建替えは、義務教育施設
の整備にとどまらず、学童保育や放課後教室、地域の方
の学びの場、さらに災害時の避難所や災害備蓄倉庫も備
えた「町民のための防災拠点」という側面もあります。
児童数に見合う規模と地域に開放され災害時の拠点施設
の整備には、19億円余は必要な町債（借金）です。こ
の町債を少しでも減とするため、町はクラウドファン
ディング型ふるさと納税の呼びかけを行います。公債費
比率は一時的に11％となり財政状況は厳しくなります
が、町の体力から福祉の質を低下させずに乗り越えるこ
とができる数値であり、子や孫に誇れるレガシーとなる
ものと確信しています。
　平成31年度予算は、この4月からスタートする第6
次総合計画に基づき新規事業も加えて編成されています。
しかしながら、歳入面では大変厳しい状況にありますの
で、大型事業執行に伴う詳細な財政推計を示すことや、
町有地売払収入の基金積み増しなどの条件を付して、一
般会計予算に賛成しました。
　議員各位におかれましては、この趣旨を十分に理解し
ていただき、ご賛同くださるようお願いします。

反対討論 小澤　啓司　議員
　平成31年度の一般会計予算案の中に、小学校設計委
託料が含まれていることから、反対の立場で討論を行い
ます。
　我が国経済の将来予測において、消費税増税による消
費不況と貿易摩擦や人口減少による経済成長の鈍化は、
長期にわたり継続するおそれがあります。
　町の平成31年度一般会計予算書からも、町税の減少
傾向や物件費に占める賃金の上昇、委託料の大幅増加な
ど財政の硬直化が進んでいます。
　自主財源率も45％に落ち込み、自律的な行政運営
に陰りが見えています。人口問題研究所の資料からも、
2040年には松田町の人口が7,300人と予測され、中
でも小学生の人口は、寄地区を合わせ現在の416人か
ら252人、40％の減に、生産年齢人口は5,865人か
ら3,503人、48％の減になるとされています。
　長期的な視点で見ると、町税収入の減少により財政規
模は大きく縮小し、高齢化による扶助費の増加と併せ財
務内容の悪化が予測されています。このような状況下に
ある中で、町は町民の要望があるとして、当初計画に
沿って小学校建設と新松田駅周辺整備事業を、今年度か
ら2026年を目途として短期間のうちに実施しようと
しています。
　これら事業費の総額は約45億円、借入金総額は約

26億円に上り、返済期間は25年を要します。毎年の
元利返済額は示されていますが、判断資料として最も重
要な町税収入の見込み額や、返済財源の原資については
説明がありません。
　小学校建設や駅周辺整備は松田町にとって、長年の懸
案であったことから賛成致しますが、町財政規模を大き
く超えた借入金や返済財源を示せない、事業ありきの計
画は、長期間にわたって財務悪化と町民サービスの低下
が予見され、この予算案に賛成することはできません。
　事業実施の前段として、返済財源の確保が急務であり、
その為にも停滞していた行財政改革を敢行し、年間事業
計画の洗い直しや組織改編による人件費の削減、各種団
体への補助金見直し、受益者負担の原則を徹底するなど、
経費の削減と税外収入の増加策を示すべきです。
　また、これら事業は町民への負担が長期間にわたって
継続するおそれがあり、丁寧な説明と町民の理解が得ら
れなければなりません。
　事業には基本的に賛成いたしますが、事業規模、実施
時期の見直しと返済財源について具体的に明示されるこ
とを強く要請いたします。
　議員の皆様には、今置かれた現状から目をそらすこと
なく、真剣に討議されることを願います。
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議
案
第
１
号　

松
田
町
新
松

田
駅
周
辺
整
備
基
金
条
例

　

こ
の
議
案
は
、
新
松
田
駅

周
辺
基
本
構
想
・
基
本
計
画

に
基
づ
く
事
業
推
進
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
町
負
担
分
の
財

源
を
段
階
的
に
確
保
す
る
た

め
に
、
地
方
自
治
法
第
２
４

１
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ

き
基
金
を
設
置
す
る
た
め
、

３
月
７
日
に
上
程
さ
れ
、
産

業
厚
生
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
12
日
に
審
査
を
開
始

し
、
関
係
課
長
等
が
出
席
し
、

新
松
田
駅
周
辺
基
本
構
想
・

基
本
計
画
の
基
本
方
針
、
事

業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
レ
イ
ア

ウ
ト
、
事
業
費
、
基
金
積
み

立
て
の
た
め
の
原
資
の
捻
出

方
法
等
に
つ
い
て
議
論
を
し

た
。

　

新
松
田
駅
周
辺
整
備
事
業

を
含
め
た
財
政
推
計
の
提
示

を
求
め
、
引
き
続
き
、
議
会

閉
会
中
の
継
続
審
査
を
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
議
論
の
概
要

予
定
し
て
い
る
全
体
事

業
の
期
間
、
事
業
費
及
び
基

金
と
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
課
）

　

２
０
２
３
年
度
か
ら
２
０

２
６
年
度
に
駅
前
広
場
整
備
、

２
０
２
６
年
度
か
ら
２
０
２

７
年
度
に
集
約
施
設
整
備
、

そ
の
後
に
南
北
自
由
通
路
等

を
予
定
し
て
い
る
。

　

事
業
費
は
、
町
が
関
わ
る

部
分
で
49
億
円
、
町
負
担
額

と
し
て
15
億
４
６
６
０
万
円
、

町
負
担
額
の
う
ち
、
起
債
13

億
２
９
４
５
万
円
、
一
般
財

源
２
億
１
７
１
５
万
円
と
試

算
し
て
い
る
。

　

基
金
積
み
立
て
は
、
２
０

１
９
年
度
か
ら
毎
年
３
千
万

円
13
年
間
を
予
定
し
、
一
般

財
源
分
等
に
充
当
す
る
。

議
案
第
８
号　

松
田
町
創
生

推
進
拠
点
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

　

こ
の
議
案
は
、
３
月
７
日

に
上
程
さ
れ
、
総
務
文
教
常

任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
。
委
員
会
は
、
３
月
８

日
、
12
日
と
14
日
に
開
催
さ

れ
、
町
長
、
副
町
長
、
担
当

課
長
等
出
席
の
も
と
、
指
定

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
で
審
査
し
た
議
案

管
理
者
の
候
補
者
選
定
の
経

緯
、
事
業
計
画
、
管
理
体
制
、

収
支
計
画
等
の
審
査
を
し
ま

し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
賛
成
全
員

で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
、
右
記
の

と
お
り
報
告
書
を
14
日
の
本

会
議
で
報
告
し
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
は
、
総
務
文
教

常
任
委
員
会
の
報
告
書
の
と

お
り
、
賛
成
全
員
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
の
概
要

名
称

　

�

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

松
田
活
性
化
協
会

指
定
の
期
間

　

�

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
36
年
３
月
31
日
ま
で

（
５
年
間
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
審
査
し
た
議
案

　町長、副町長、政策推進課長及び定住少子化担当室職
員出席のもと、指定管理者の候補者選定の経緯、事業計
画、管理体制、収支計画等を詳細に審査しました。
　地方創生推進交付金を活用して改修した旧松田土木事
務所を創生推進拠点施設として、平成31年4月1日か
ら5年間、指定管理者として運営するもので、会員の確
保、ランドリー・カフェ等のテナント誘致、マルシェ事
業等を地域と連携し進める事業計画でした。
　当町では、この種の事業は初めてですが、地域活性化
に積極的な女性や若者を育成し、地方創生に寄与するこ
とが期待できる事業と判断しました。
　また、町へ家賃収入として今後5年間で2,744万円
の歳入が見込まれ、自主財源の確保にも貢献するものと
思われます。
　審査の結果、次の3点について、強く申し入れをして
原案のとおり賛成することとしました。
（1）指定管理者と事業運営について、定期的に協議を行
うこと。
（2）テナントの出店状況を常に把握し、満室になるよう
町も心掛けること。
（3）協定書の内容は、責任の所在と施設利用期間を明記
すること。

議案第８号　松田町創生推進拠点施設の指定管理者の指定について

総務文教常任委員会報告書（抜粋）

現在の駅前

松田町創生推進拠点施設の外観
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条
例
・
補
正
予
算
・
同
意
な
ど

▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
30

年
度
松
田
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
８
号
））

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

８
号
）
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
２
８
０
万
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
51
億
３
０
８
５

万
２
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
の
利

活
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、

自
主
事
業
の
経
費
を
計
上
し
、

平
成
31
年
１
月
25
日
に
専
決

処
分
を
し
た
補
正
予
算
の
承

認
を
受
け
る
も
の
で
す
。

▼
松
田
町
新
松
田
駅
周
辺
整

備
基
金
条
例

　

新
松
田
駅
周
辺
整
備
事
業

に
資
す
る
た
め
、
地
方
自
治

法
第
２
４
１
条
第
１
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
松
田
町
新
松

田
駅
周
辺
整
備
基
金
を
設
置

す
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す

る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
産
業
厚
生
常
任
委

員
会
へ
付
託
し
、
閉
会
中
の

継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

（
審
議
内
容
等
は
７
ペ
ー
ジ

参
照
）

▼
松
田
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

人
事
院
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
人
事
院
規
則
の
公
布

に
伴
い
、
超
過
勤
務
命
令
の

上
限
時
間
等
に
つ
い
て
所
要

の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

▼
松
田
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

法
人
町
民
税
の
税
率
及
び
軽

自
動
車
税
に
関
す
る
名
称
の

変
更
等
の
改
正
を
す
る
も
の

で
す
。

▼
松
田
町
有
施
設
使
用
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

松
田
町
立
中
学
校
が
平
成

30
年
度
末
を
も
っ
て
閉
校
し
、

統
合
す
る
た
め
、
所
要
の
改

正
を
す
る
も
の
で
す
。

▼
松
田
町
布
設
工
事
監
督
者

の
配
置
及
び
資
格
並
び
に
水

道
技
術
管
理
者
の
資
格
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

学
校
教
育
法
及
び
技
術
士

法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
条
例
の
引
用
部
分
等

に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
す

る
も
の
で
す
。

▼
松
田
町
災
害
弔
慰
金
の
支

給
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に

関
す
る
法
律
及
び
災
害
弔
慰

金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律

施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

災
害
援
護
資
金
の
貸
付
利
率

等
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を

す
る
も
の
で
す
。

▼
松
田
町
消
防
団
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

機
能
別
消
防
団
員
を
配
備

す
る
こ
と
に
伴
い
、
定
員
等

に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
す

る
も
の
で
す
。

▼
松
田
町
創
生
推
進
拠
点
施

設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
（
総
務
文
教
常
任
委

員
会
報
告
）

　

旧
神
奈
川
県
松
田
土
木
事

務
所
庁
舎
等
を
活
用
し
て
整

備
し
た
松
田
町
創
生
推
進
拠

点
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
を
す
る
も
の
で
、
総
務
文

教
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

審
査
の
結
果
、
賛
成
全
員
で

報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

（
審
議
内
容
等
は
７
ペ
ー
ジ

参
照
）

▼
松
田
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
９
号
）

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

９
号
）
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
億
８
１
７
１
万
８
千

円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

49
億
４
９
１
３
万
４
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
事
業
費
の

確
定
等
に
伴
う
補
正
、
繰
越

明
許
費
及
び
地
方
債
の
補
正

を
す
る
も
の
で
す
。

▼
松
田
町
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１

１
２
２
万
５
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
15
億
１
０
０
６

万
４
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
保
険
給
付

費
の
上
昇
等
に
伴
う
補
正
を

す
る
も
の
で
す

▼
松
田
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
４
６

万
４
千
円
を
減
額
し
、
予
算

総
額
を
１
億
７
７
３
３
万
６

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
事
業
費
の

確
定
等
に
伴
う
補
正
を
す
る

も
の
で
す
。

▼
松
田
町
第
６
次
総
合
計
画

基
本
構
想
及
び
基
本
計
画
に

つ
い
て
（
総
合
計
画
審
査
特

別
委
員
会
報
告
）

　

平
成
30
年
第
４
回
定
例
会

で
提
案
さ
れ
た
も
の
で
、
２

０
１
９
年
度
か
ら
２
０
２
６

年
度
ま
で
の
８
年
間
の
地
域

全
体
の
総
合
的
・
効
率
的
な

行
財
政
運
営
を
図
る
た
め
の

基
本
と
な
る
基
本
構
想
及
び

基
本
計
画
に
つ
い
て
、
総
合

計
画
審
査
特
別
委
員
会
に
付

託
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
賛

成
多
数
で
報
告
が
さ
れ
ま
し

た
。

（
審
議
内
容
等
は
２
・
３
ペ

ー
ジ
参
照
）

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

つ
い
て

　

委
員
の
任
期
が
満
了
と
な

る
た
め
、
次
の
方
が
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

�

飯　

田　

昌　

之　

氏

▼
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任

命
に
つ
い
て

　

３
月
31
日
を
も
っ
て
教
育

長
が
辞
職
す
る
こ
と
と
な
っ

た
た
め
、
次
の
方
が
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

�

浄　

泉　

和　

幸　

氏

審
議
の
結
果

　

採
決
の
結
果
は
、
９
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

総合計画
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議 案 審 議 結 果 一 覧
第1回定例会（3月議会）
� ○…賛成　●…反対　可…可決　否…否決　承…承認　同…同意　欠…欠席

議
案
等
番
号

議員名（議席順）
議案等

審
議
結
果

平
野
由
里
子

田
代　
　

実

井
上　

栄
一

南
雲
ま
さ
子

飯
田　
　

一

利
根
川　

茂

小
澤　

啓
司

石
内　
　

浩

齋
藤　
　

永

鈴
木　

眞
德

大
舘　

秀
孝

承認 1 専決処分の承認を求めることについて（平成30年度松田町
一般会計補正予算（第8号）） 承 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 1 松田町新松田駅周辺整備基金条例 産業厚生常任委員会へ付託・継続審査

2 松田町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正す
る条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 松田町税条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 松田町有施設使用条例等の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 松田町布設工事監督者の配置及び資格並びに水道技術管理
者の資格に関する条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 松田町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する
条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 松田町消防団条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 松田町創生推進拠点施設の指定管理者の指定について
（総務文教常任委員会報告） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 平成30年度松田町一般会計補正予算（第9号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 平成30年度松田町国民健康保険事業特別会計補正予算
（第3号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 平成30年度松田町後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

51 松田町第6次総合計画基本構想及び基本計画について（松田
町総合計画審査特別委員会報告） 可 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

12 平成31年度松田町一般会計予算（一般会計予算審査特別委
員会報告） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

13 平成31年度松田町国民健康保険事業特別会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 平成31年度松田町国民健康保険診療所事業特別会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 平成31年度松田町上水道事業会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 平成31年度松田町寄簡易水道事業特別会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 平成31年度松田町下水道事業特別会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 平成31年度松田町介護保険事業特別会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 平成31年度松田町用地取得特別会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 平成31年度松田町後期高齢者医療特別会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意 1 人権擁護委員の推薦について 同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 教育委員会教育長の任命について 同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
※ 中野博議長は、採決には加わらない。
※ 議案第１号は、産業厚生常任委員会へ付託し、閉会中の継続審査となり採決は行っていない。
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町長等の執行者に対して、町政全般の事務事業等の執行状況や政策方針などを聞くことが一般質問です。

　

昨
年
は
、
東
京
都
目
黒
区

で
、
ま
た
今
年
に
入
り
千
葉

県
野
田
市
に
お
い
て
、
児
童

が
悲
惨
な
虐
待
死
に
追
い
込

ま
れ
ま
し
た
。

　

児
童
虐
待
防
止
法
の
施
行

以
来
、
市
町
村
に
お
い
て
も

児
童
相
談
員
が
配
置
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
本
町
に
も
担

当
課
に
い
ら
れ
ま
す
。
私
も

町
職
員
在
職
中
に
４
件
の
諸

課
題
に
対
応
し
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。

　

県
小
田
原
児
童
相
談
所
を

中
心
に
関
係
機
関
が
連
携
を

さ
れ
、
活
動
を
進
め
て
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
現
在

の
対
応
状
況
を
町
長
よ
り
説

明
し
て
く
だ
さ
い
。

地域・保育所・幼稚園
小中学校との
連携を強化
回答（町長）

　

本
町
に
お
い
て
は
、
担
当

課
に
児
童
相
談
員
を
雇
用
し
、

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
の
事
務
や
相
談
、
ケ
ー
ス

訪
問
等
の
対
応
を
し
て
い
る
。

　

幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学

校
等
で
虐
待
を
発
見
し
た
場

合
は
、
県
小
田
原
児
童
相
談

所
・
教
育
委
員
会
・
子
育
て

健
康
課
等
で
連
携
し
て
対
応

し
て
い
る
。

　

近
年
、
全
国
的
に
児
童
虐

待
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

虐
待
は
家
庭
内
で
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
多
く
、
今
後
と

も
関
係
機
関
が
連
携
し
な
が

ら
、
早
期
発
見
と
効
果
的
対

応
を
図
る
こ
と
が
、
極
め
て

重
要
で
あ
る
。

　

子
ど
も
達
の
明
る
い
未
来

を
守
る
た
め
に
、
児
童
虐
待

の
防
止
・
予
防
・
発
見
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　

こ
の
３
月
議
会
に
お
い
て

第
６
次
総
合
計
画
の
議
決
、

平
成
31
年
度
予
算
が
編
成
さ

れ
上
程
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
で
債
務
負
担

行
為
補
正
さ
れ
た
町
の
大
規

模
事
業
で
あ
る
松
田
小
学
校

整
備
事
業
や
、
総
合
計
画
に

お
け
る
今
後
の
整
備
事
業
及

び
新
松
田
駅
前
整
備
事
業
な

ど
、
実
施
し
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
事
業
に
よ
り
、

総
合
計
画
の
財
政
推
計
及
び

31
年
度
以
降
の
予
算
編
成
は
、

大
変
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て

く
る
と
推
測
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
松
田
町
の
財
政

状
況
の
推
移
、
今
後
の
見
込

み
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
、

ま
た
今
後
の
町
財
政
は
健
全

性
が
担
保
さ
れ
て
い
く
の
か
、

お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

町民が安心して
暮らせるような
町政運営を
回答（町長）

　

総
合
計
画
の
将
来
像
「
い

の
ち
育
み　

未
来
へ
ツ
ナ
グ

進
化
つ
づ
け
る　

故
郷
」
の

実
現
に
向
け
た
中
長
期
的
な

取
り
組
み
を
実
行
し
、
直
面

し
て
い
る
諸
課
題
に
対
応
し
、

持
続
発
展
し
て
い
く
た
め
に

町
民
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、
町
民

の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
幸
せ
の
ま

ち
松
田
に
向
け
効
率
的
か
つ

効
果
的
な
施
策
を
展
開
し
て

い
く
。

　

今
後
の
町
政
運
営
に
つ
い

て
、
財
政
面
か
ら
は
、
町
有

未
利
用
地
の
売
却
等
の
計
画

も
立
て
な
く
て
は
い
け
な
い
。

　

町
の
将
来
人
口
の
構
造
が

変
化
し
て
い
る
。
町
税
収
入

が
増
え
る
と
か
活
気
が
高
ま

る
な
ど
期
待
も
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
を
町
民
に
ご
理
解

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
ま
た
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

町
政
運
営
の
内
容
や
財
政
推

計
等
を
示
し
て
い
き
た
い
。

持続可能な
町づくりを
推進する
回答（町長）

⑴　

建
築
規
模
は
、
将
来
同

一
敷
地
内
で
小
中
一
貫
校
が

で
き
る
よ
う
計
画
し
て
い
る
。

１
教
室
35
人
定
員
と
す
れ
ば

18
教
室
は
必
要
で
す
。

⑵　

駅
周
辺
整
備
計
画
に
は
、

道
路
拡
幅
・
駅
前
広
場
整

備
・
集
約
施
設
建
設
（
駅
ビ

児
童
虐
待
防
止
の
対
応
は
！

質
問
者

　
利
根
川
　
茂
　
議
員

松
田
町
の
今
後
の
財
政
状
況
に

つ
い
て
問
う

質
問
者

　
井
上
　
栄
一
　
議
員

新松田駅北口の現況
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松
田
小
学
校
の
建
設
と
新

松
田
駅
周
辺
整
備
事
業
は
、

当
町
創
設
以
来
最
大
規
模
に

な
り
ま
す
。

　

事
業
規
模
は
適
切
か
、
返

済
財
源
の
確
保
は
で
き
て
い

る
か
、
下
記
に
つ
い
て
質
問

し
ま
す
。

⑴　

最
大
７
２
０
人
規
模
の

小
学
校
建
設
は
、
人
口
減
少

が
進
行
す
る
中
で
再
考
で
き

ま
せ
ん
か
。

⑵　

新
松
田
駅
周
辺
整
備
事

業
の
１
期
対
象
区
域
と
事
業

内
容
に
つ
い
て
説
明
を
求
め

ま
す
。

⑶　

こ
れ
ら
事
業
の
執
行
は
、

財
政
負
担
が
大
き
く
、
町
民

生
活
に
長
期
に
わ
た
っ
て
大

き
な
影
響
を
与
え
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
返
済
財
源
の
確

保
は
、
ど
の
よ
う
に
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

持続可能な
町づくりを
推進する
回答（町長）

⑴　

建
築
規
模
は
、
将
来
同

一
敷
地
内
で
小
中
一
貫
校
が

で
き
る
よ
う
計
画
し
て
い
る
。

１
教
室
35
人
定
員
と
す
れ
ば

18
教
室
は
必
要
で
す
。

⑵　

駅
周
辺
整
備
計
画
に
は
、

道
路
拡
幅
・
駅
前
広
場
整

備
・
集
約
施
設
建
設
（
駅
ビ

ル
）
・
橋
上
駅
舎
化
な
ど
が

あ
る
が
、
交
通
混
雑
解
消
の

た
め
に
駅
前
広
場
整
備
か
ら

計
画
し
て
い
る
。
事
業
費
は

14
億
円
、
町
債
発
行
は
５
・

７
億
円
程
を
予
定
し
て
い
る
。

⑶　

こ
れ
ら
２
つ
の
事
業
は

町
民
ニ
ー
ズ
が
高
く
、
町
の

持
続
的
発
展
を
目
指
し
て
計

画
し
て
い
る
。
収
入
財
源
と

し
て
、
行
財
政
改
革
を
推
進

し
人
件
費
の
抑
制
を
図
る
と

共
に
、
地
方
創
生
推
進
事
業

に
よ
る
施
設
利
用
料
収
入
、

健
康
寿
命
の
延
伸
に
よ
る
歳

出
抑
制
、
町
税
外
収
入
や
町

有
地
の
活
用
促
進
等
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　

当
町
で
は
、
松
田
地
区
、

寄
地
区
を
問
わ
ず
人
口
減
少

が
続
い
て
い
る
に
も
拘
わ
ら

ず
、
世
帯
数
は
増
加
し
て
い

ま
す
。
世
帯
の
高
齢
化
が
進

み
、
今
後
は
空
家
が
益
々
増

加
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
町
の
活
性
化
を
図
る
た

め
に
も
、
空
家
の
積
極
的
な

活
用
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
の
点
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。

⑴　

当
町
で
の
空
家
戸
数
と

空
家
率
、
空
家
バ
ン
ク
登
録

状
況
と
利
用
状
況
に
つ
い
て
。

⑵　

空
家
は
、
程
度
に
よ
っ

て
様
々
だ
と
思
い
ま
す
が
、

空
家
及
び
空
家
バ
ン
ク
の
整

備
と
活
用
に
つ
い
て
。

⑶　

東
京
２
０
２
０
を
控
え
、

観
光
客
を
含
め
た
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

空
家
を
活
用
し
宿
泊
施
設
と

し
て
の
利
用
、
子
育
て
世
代

の
移
住
な
ど
、
空
家
の
活
用

に
つ
い
て
。

空家・空地対策に
積極的に
取り組む
回答（町長）

⑴　

空
家
バ
ン
ク
の
登
録
状

況
は
累
計
で
１
０
１
件
、
現

在
の
掲
載
数
21
件
、
成
約
件

数
は
５
年
間
で
61
件
と
な
っ

て
い
る
。
現
在
は
空
室
し
か

登
録
が
な
い
が
、
積
極
的
に

空
家
情
報
を
収
集
し
空
家
対

策
に
取
り
組
み
た
い
。

⑵　

移
住
・
定
住
に
繋
げ
る

事
業
で
も
あ
り
、
町
外
か
ら

人
を
呼
び
込
む
た
め
に
、
周

知
活
動
を
進
め
、
子
育
て
世

代
等
の
移
住
・
定
住
に
取
り

組
む
。

⑶　

地
域
資
源
で
も
あ
る
空

家
は
、
活
用
方
法
に
よ
っ
て

は
大
き
な
財
源
と
な
り
、
子

育
て
世
代
の
移
住
・
定
住
に

繋
が
る
と
認
識
し
て
い
る
。

空
家
に
つ
い
て
は
、
所
有
者

の
意
向
を
踏
ま
え
、
確
認
を

取
っ
た
上
で
連
携
協
力
を
行

い
、
民
泊
・
農
泊
と
い
う
制

度
の
活
用
や
、
ふ
る
さ
と
納

税
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
空
家
の
み
な
ら
ず
空

地
等
の
利
活
用
へ
も
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

駅利用者の安全・安心を確保した新松田駅
北口駅前広場（イメージ）

質
問
者

　
小
澤
　
啓
司
　
議
員

財
政
推
計
を
問
う

質
問
者

　
飯
田
　
一
　
議
員

空
家
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
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松
田
町
の
乾
杯
条
例
は
、

お
酒
だ
け
で
な
く
ミ
カ
ン
ジ

ュ
ー
ス
も
お
茶
も
、
そ
も
そ

も
水
も
、
と
い
う
こ
と
で
お

酒
を
飲
め
な
い
方
々
に
と
っ

て
も
好
評
で
す
。
１
月
下
旬

に
は
、
足
柄
茶
を
松
田
の
水

で
お
い
し
く
入
れ
る
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
参

加
者
を
集
め
反
響
を
呼
び
ま

し
た
。

　

そ
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
マ
イ

ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
つ
い

て
講
義
が
あ
っ
た
と
聞
い
て

い
ま
す
。
お
い
し
い
水
を
こ

の
先
も
ず
っ
と
守
る
た
め
に

も
、
ま
た
プ
ラ
ご
み
削
減
の

た
め
に
も
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

に
つ
い
て
、
町
の
取
り
組
み

を
お
伺
い
し
ま
す
。

⑴　

プ
ラ
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル

の
現
状
は
？

⑵　

国
も
県
も
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
町

と
し
て
の
対
応
は
？

⑶　

松
田
の
お
い
し
い
水
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
も
、

マ
イ
ボ
ト
ル
給
水
器
を
設
置

し
て
は
い
か
が
で
す
か
？

プラごみ削減に
取り組み、美味
しい水を守る
回答（町長）

⑴　

リ
サ
イ
ク
ル
の
対
象
と

な
る
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
、
松
田
町
は
平
成
29
年

度
に
約
78
ト
ン
排
出
し
て
お

り
、
収
集
さ
れ
た
後
、
川
崎

の
製
鉄
所
に
送
ら
れ
高
炉
で

高
熱
処
理
さ
れ
、
主
と
し
て

コ
ー
ク
ス
燃
料
や
発
電
用
ガ

ス
に
分
解
さ
れ
て
い
る
。

⑵　

当
町
で
も
、
か
な
が
わ

プ
ラ
ご
み
ゼ
ロ
宣
言
へ
の
賛

同
を
前
向
き
に
検
討
し
、
マ

イ
バ
ッ
グ
・
マ
イ
ボ
ト
ル
持

参
、
リ
ユ
ー
ス
食
器
や
再
生

可
能
な
素
材
の
食
器
の
使
用
、

川
か
ら
海
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
を
流
さ
な
い
な
ど
、
マ

イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題

に
対
す
る
啓
発
活
動
を
進
め

る
。

⑶　

マ
イ
ボ
ト
ル
給
水
器
は

予
算
化
さ
れ
て
い
な
い
が
、

公
共
施
設
や
町
内
の
協
力
店

舗
を
募
り
、
給
水
ス
ポ
ッ
ト

を
確
保
し
た
い
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

も
踏
ま
え
て
水
環
境
の
保
全

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

松
田
町
始
ま
っ
て
以
来
の

大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
松

田
小
学
校
の
木
造
校
舎
建
設

事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、

そ
の
財
源
の
負
担
は
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
議
会
で

は
、
町
債
を
少
し
で
も
減
と

す
る
た
め
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
マ
ス
コ
ミ
を
介
し
、
建
設

資
金
を
調
達
す
る
「
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る

さ
と
納
税
」
の
推
進
を
条
件

の
一
つ
に
賛
成
し
ま
し
た
。

　

先
般
、
こ
の
事
業
に
町
民

の
方
（
匿
名
）
か
ら
１
０
０

０
万
円
の
寄
付
が
あ
っ
た
そ

う
で
す
。
町
民
を
始
め
松
田

出
身
者
や
交
流
事
業
に
よ
り

強
い
愛
着
を
持
た
れ
て
い
る

方
な
ど
、
「
隠
れ
松
田
フ
ァ

ン
」
が
全
国
に
多
い
と
推
察

し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
資
金
調
達
に
関

す
る
今
後
の
展
開
や
寄
付
を

さ
れ
た
方
へ
の
対
応
に
つ
い

て
、
町
長
の
考
え
を
お
伺
い

し
ま
す
。「郷土愛」をキーワー

ドに全国へ
周知していく
回答（町長）

　

試
験
的
に
、
29
万
人
い
る

と
言
わ
れ
る
「
松
田
」
姓
の

方
を
対
象
に
、
有
名
な
企
業

と
連
携
し
て
女
性
活
躍
推
進

事
業
に
関
す
る
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
開
始
す
る
。

　

同
様
に
、
松
田
小
の
木

造
校
舎
建
設
へ
の
寄
付
は
、

「
郷
土
愛
」
と
い
う
キ
ー
ワ

ー
ド
を
掲
げ
、
松
田
町
を
多

く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
の
貴
重
な
場
と
な
る

の
で
、
周
知
し
て
い
く
。

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
は
、
地
域
や
そ
の
取
組
を

応
援
し
て
い
た
だ
く
の
が
最

大
の
目
的
で
あ
る
の
で
、
魅

力
的
な
町
づ
く
り
を
、
多
数

の
方
と
協
働
・
連
携
協
力
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
寄
附

を
さ
れ
た
方
に
は
、
ご
意
向

に
よ
り
お
名
前
を
残
す
方
法

を
検
討
し
た
い
。

※
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
…
不
特
定
多
数
の
方

か
ら
、
目
的
を
持
っ
て
資

金
を
集
め
る
こ
と
。

質
問
者

　
平
野  

由
里
子
　
議
員

プ
ラ
ご
み
ゼ
ロ
宣
言
は
松
田
の

お
い
し
い
水
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
好
機

分別後、圧縮梱包されたプラスチック質
問
者

　
田
代
　
実
　
議
員

松
田
小
木
造
校
舎
の
建
設
費
、

全
国
の
方
に
呼
び
か
け
を
！

松田小学校の外観
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中
心
市
街
地
の
活
性
化
は
、

町
民
が
希
望
す
る
こ
と
の
第

一
番
目
だ
と
お
聞
き
し
て
お

り
ま
す
。
特
に
駅
前
開
発
は
、

当
町
に
と
っ
て
重
要
か
つ
不

可
欠
な
こ
と
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。
駅
は
ま
ち
の
顔
、

新
松
田
駅
周
辺
及
び
松
田
駅

周
辺
を
未
来
的
、
魅
力
的
に

整
備
す
る
こ
と
が
、
今
後
の

松
田
町
の
賑
わ
い
を
取
り
戻

す
起
爆
剤
に
な
る
と
考
え
ま

す
。

　

総
合
計
画
の
中
に
も
新
松

田
駅
周
辺
整
備
等
の
こ
と

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
実
現
可
能
な
事
業
で
す

か
、
ど
ん
な
課
題
が
あ
り
ま

す
か
、
公
共
交
通
機
関
及
び

周
辺
企
業
・
地
域
住
民
と
の

コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
取
れ
て
い

ま
す
か
？

　

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
か
、
お
伺
い
い
た
し
ま

す
。

協議会や説明会を
開催し、協議・調整
を進めていく
回答（町長）

　

こ
の
事
業
の
課
題
は
、
用

地
買
収
を
伴
う
事
業
で
あ
る

た
め
権
利
者
の
方
々
の
ご
協

力
を
得
る
こ
と
、
小
田
急
線

新
松
田
駅
の
南
北
の
駅
前
広

場
・
南
北
自
由
通
路
・
橋
上

駅
舎
化
な
ど
鉄
道
事
業
者
と

の
協
議
、
再
開
発
組
合
施
行

に
向
け
た
準
備
組
合
の
設
立

や
都
市
計
画
決
定
の
手
続
き

等
が
あ
る
。

　

公
共
交
通
機
関
の
６
事
業

者
と
は
、
協
議
会
や
部
会
等

で
の
協
議
を
進
め
て
お
り
、

権
利
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
協

議
会
で
の
進
捗
の
説
明
や
意

見
交
換
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
、
一
定
の
ご
理

解
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
考

え
る
。

　

今
後
も
、
勉
強
会
や
検
討

会
を
実
施
し
、
民
間
事
業
者

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
再
開
発

準
備
組
合
設
立
、
都
市
計
画

決
定
の
協
議
・
調
整
を
進
め

て
い
く
。
財
源
確
保
に
関
し

て
は
、
国
・
県
の
補
助
金
を

最
大
限
に
活
用
す
る
た
め

「
立
地
適
正
化
計
画
」
を
策

定
す
る
と
と
も
に
、
基
金
条

例
を
提
出
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。

　

本
町
で
は
「
元
気
あ
ふ
れ

心
か
よ
う　

長
寿
を
喜
ぶ
ま

ち
」
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
高
齢
者
施
策
を
講
じ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
次
の
こ
と

を
伺
い
ま
す
。

⑴　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

整
備
し
、
高
齢
者
の
居
場
所

づ
く
り
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
町

民
を
交
え
た
話
し
合
い
の
場

を
設
け
、
新
た
な
サ
ー
ク
ル

等
に
も
呼
び
か
け
、
社
会
参

加
の
枠
を
広
げ
な
が
ら
、
居

場
所
づ
く
り
の
拡
充
を
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

⑵　

誰
も
が
迎
え
る
死
を
見

据
え
、
ご
家
族
等
に
最
期
を

ど
の
よ
う
に
迎
え
た
い
か
を

伝
え
る
一
助
と
し
て
エ
ン
デ

ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。

本
町
で
は
、
終
活
セ
ミ
ナ
ー

で
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を

配
布
し
ま
し
た
が
、
多
く
の

方
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
未
配
付
の
方
に
お
渡

し
す
る
工
夫
が
必
要
と
思
い

ま
す
が
お
考
え
は
。

高齢者の生きがい
づくりのために

回答（町長）

⑴　

自
宅
か
ら
外
に
出
る
機

会
が
極
端
に
少
な
い
と
、
精

神
的
・
身
体
的
に
も
悪
影
響

を
及
ぼ
す
と
さ
れ
て
い
る
の

で
、
外
出
す
る
機
会
の
提
供

や
仕
組
み
が
必
要
と
な
る
。

そ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
松
田
と
の
協
働

で
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
、

趣
味
や
娯
楽
を
中
心
と
し
た

居
場
所
と
し
て
い
き
た
い
。

　

各
種
グ
ル
ー
プ
、
サ
ー
ク

ル
、
地
域
の
茶
の
間
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
等
の
活

動
の
場
が
居
場
所
と
な
っ
て

お
り
、
担
当
者
と
連
携
を
密

に
し
て
継
続
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
。

⑵　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

は
、
万
が
一
の
時
に
家
族
へ

の
負
担
を
減
ら
し
た
り
、
遺

さ
れ
る
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

な
ど
を
書
い
て
お
く
ノ
ー
ト

で
あ
る
。
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加

者
等
に
今
ま
で
２
８
０
冊
配

付
し
て
い
る
。
未
配
付
の
方

へ
は
、
広
報
等
で
周
知
し
希

望
者
へ
配
付
し
て
い
き
た
い
。

エンディングノート

新松田駅周辺整備のイメージ図 質
問
者

　
齋
藤
　
永
　
議
員

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て

質
問
者

　
南
雲  

ま
さ
子
　
議
員

高
齢
者
施
策
の
充
実
の
た
め
に
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平
成
31
年
度
予
算
編
成
は
、

第
６
次
総
合
計
画
と
重
な
り

大
変
ハ
ー
ド
な
こ
と
だ
っ
た

と
推
察
い
た
し
ま
す
。
総
合

計
画
の
中
で
も
大
き
な
事

業
計
画
が
組
ま
れ
て
い
ま

す
。
計
画
を
実
現
さ
せ
る
に

は
、
多
大
な
財
源
が
必
要
で

す
。
歳
入
を
増
や
す
た
め
の

方
策
に
つ
い
て
、
次
の
３
点

を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

⑴　

荒
廃
農
地
を
活
用
し
た

起
業
誘
導
計
画
は
？

⑵　

稼
げ
る
公
共
施
設
利
用

は
？

⑶　

Ｙ
Ｈ
Ｖ
事
業
の
さ
ら
な

る
推
進
計
画
は
？

各種事業を
展開し増収を
計っていく
回答（町長）

⑴　

荒
廃
農
地
対
策
は
、
町

総
合
計
画
で
新
規
に
耕
作
す

る
担
い
手
の
確
保
を
推
進
す

る
。
荒
廃
地
の
有
効
活
用
を

進
め
、
農
地
を
集
積
・
集
約

す
る
た
め
、
人
・
農
地
プ
ラ

ン
を
策
定
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
の
農
業
へ
の
起
業
と
し

て
、
農
作
物
の
生
産
・
食
品

加
工
・
流
通
及
び
販
売
を
展

開
す
る
こ
と
に
よ
り
６
次
産

業
化
を
推
進
す
る
。

⑵　

西
平
畑
公
園
は
、
経
営

の
安
定
化
を
図
る
た
め
に
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
化
し
た

事
業
展
開
を
し
て
い
く
。
町

民
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
定
期

的
な
イ
ベ
ン
ト
実
施
や
自
主

事
業
の
開
催
、
専
用
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
て
発

信
す
る
等
、
各
種
公
共
施
設

が
稼
げ
る
施
設
と
な
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
進
め
る
。

⑶　

寄
地
域
を
活
性
化
す
る

た
め
、
各
種
体
験
事
業
を
は

じ
め
地
域
と
連
携
し
た
民
泊

事
業
、
ジ
ビ
エ
の
料
理
教
室

及
び
解
体
体
験
会
等
を
計
画

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
Ｙ

Ｈ
Ｖ
事
業
で
の
実
績
を
も
と

に
、
更
に
進
化
す
る
よ
う
各

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問
者

　
大
舘
　
秀
孝
　
議
員

平
成
31
年
度
予
算
と

総
合
計
画
に
つ
い
て
問
う寄７つ星カフェの外観

３月２5日松田中学校閉校式
（相原英夫校長から校旗が返納されました。）

３月１０日寄中学校閉校式
（植松さとみ校長から校旗が返納されました。）

4月5日松田中学校開校式
（新しい校旗が川上達夫校長に授与されました。）
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南伊豆町
松崎町

静岡県 議
員
行
政
視
察
報
告

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

誘
致
の
経
緯

　

南
伊
豆
町
は
昭
和
30
年
１

万
６
千
３
０
０
人
の
人
口
は
、

平
成
31
年
に
８
千
３
２
１
人

ま
で
減
少
し
、
２
０
４
０
年

の
人
口
は
６
千
人
台
と
推
計
、

地
場
産
業
・
地
域
サ
ー
ビ
ス

の
衰
退
、
文
化
継
承
も
危
う

い
と
想
定
。

　

南
伊
豆
町
へ
の
地
方
移
住

や
就
職
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ

タ
ー
ン
の
た
め
、
若
者
が
働

き
た
く
な
る
雇
用
創
出
、
地

域
産
業
や
誘
致
し
た
企
業
と

の
歩
幅
を
合
わ
せ
た
ビ
ジ
ネ

ス
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
。

期
待
す
る
効
果

　

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を

「
滞
在
型
オ
フ
ィ
ス
（
古
民

家
や
空
き
家
な
ど
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
た
オ
フ
ィ
ス
に
常

駐
）
」
と
「
循
環
型
オ
フ
ィ

ス
（
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
な
ど

を
利
用
し
都
市
と
地
方
を
行

き
来
）
」
に
分
け
、
そ
れ
ぞ

れ
の
効
果
を
狙
っ
た
。

誘
致
戦
略

　

誘
致
を
推
進
す
る
た
め
民

間
人
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

（
世
話
人
・
馴
染
ま
せ
役
）

を
設
け
、
民
間
企
業
と
行
政

を
馴
染
ま
せ
る
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。

お
試
し
企
業
の
受
入
れ

　

企
業
へ
の
誘
致
戦
略
は
、

視
察
行
程
表
の
作
成
・
宿
泊

交
通
費
の
負
担
、
南
伊
豆
関

係
者
と
の
交
流
と
し
て
地
域

の
祭
り
イ
ベ
ン
ト
へ
の
招
待

な
ど
地
方
創
生
交
付
金
を
財

源
と
し
て
実
施
。

誘
致
の
目
的

主
眼
は
定
住
対
策
で
あ
り
、

南
伊
豆
町
へ
の
企
業
の
進
出
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
事
業

を
町
在
住
の
女
性
の
受
託
に

よ
る
収
入
増
、
町
に
住
み
続

け
る
効
果
を
得
る
。

�

（
記

井
上
栄
一
）

松
崎
町
交
流
拠
点
施
設

「
ふ
れ
あ
い
と
ー
ふ
や
。」

　

松
崎
町
も
空
家
活
用
と
雇

用
創
出
を
め
ざ
し
た
事
業
を

展
開
し
て
い
る
。
平
成
27
年

度
、
地
方
創
生
交
付
金
を
活

用
し
て
元
豆
腐
屋
を
改
修
し
、

コ
ピ
ー
機
や
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ

ー
、
Ｗ
ｉ
ー
ｆ
ｉ
な
ど
を
完

備
し
た
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ

ー
ス
を
開
設
。
運
営
は
町
直

営
で
、
実
際
の
管
理
は
地
域

お
こ
し
協
力
隊
が
担
う
。

　

当
初
考
え
て
い
た
企
業
誘

致
は
容
易
で
は
な
く
、
地
域

住
民
が
使
っ
て
活
性
化
に
供

す
る
こ
と
を
メ
イ
ン
に
考
え

直
し
、
使
用
料
は
低
め
に
設

定
し
た
。
現
在
登
録
団
体
は

５
つ
。
東
京
の
Ｉ
Ｔ
企
業
が

協
賛
会
員
と
な
っ
て
、
若
手

社
員
が
松
崎
に
移
住
し
精
力

的
に
活
動
し
、
会
社
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
を
立
ち
上
げ
た
。
す
る
と

他
に
も
移
住
者
が
現
れ
、
観

光
人
力
車
を
復
活
し
た
。
訪

問
し
た
日
は
ち
ょ
う
ど
町
と

連
携
し
て
い
る
静
岡
大
学
が

ゼ
ミ
に
使
っ
て
い
た
。

　

も
う
一
つ
の
古
民
家
拠
点
、

伊
豆
文
邸
も
案
内
し
て
い
た

だ
い
た
。「
と
ー
ふ
や
。」
の

登
録
団
体
で
も
あ
る
女
性
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
中
だ
っ
た
。
ア
ー
ト
で

町
の
史
跡
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

セ
ン
ス
の
良
い
企
画
で
、
会

員
は
松
崎
町
の
魅
力
に
惹
か

れ
て
移
住
し
て
き
た
女
性
ば

か
り
ら
し
い
。

「
稼
ぐ
施
設
」と

「
町
民
の
た
め
の
施
設
」

　

担
当
職
員
に
よ
れ
ば
、
町

の
姿
勢
と
し
て
「
稼
ぐ
施

設
」
と
「
町
民
の
た
め
の
施

設
」
を
ど
う
考
え
る
か
が
問

題
だ
と
い
う
。
費
用
対
効
果

の
面
で
議
会
か
ら
批
判
が
あ

る
と
の
こ
と
、
議
会
で
の
議

論
も
聞
い
て
み
た
か
っ
た
。

　

ま
た
、
古
民
家
改
修
は
質

を
求
め
る
と
新
築
以
上
に
お

金
が
か
か
る
が
、
四
国
の
神

山
町
で
は
十
分
お
金
を
か
け

て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
事

業
誘
致
に
成
功
し
て
い
る
、

と
言
う
事
例
を
教
え
て
く
れ

た
。
目
標
を
ど
こ
に
定
め
る

か
を
よ
く
検
討
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。

　

松
田
町
で
進
め
て
い
る
県

土
木
跡
地
利
用
や
寄
の
古
民

家
再
生
事
業
に
と
っ
て
示
唆

に
富
む
視
察
と
な
っ
た
。

�

（
記　

平
野
由
里
子
）

　

平
成
31
年
２
月
12
日（
火
）か
ら
13
日（
水
）に
、
議
員
７
名
に

よ
り
、
静
岡
県
南
伊
豆
町
の
「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
事

業
」
と
松
崎
町
の
「
交
流
拠
点
施
設
ふ
れ
あ
い
と
ー
ふ
や
。
」

の
行
政
視
察
を
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

参
加
議
員　

鈴
木
眞
德
・
利
根
川
茂
・
中
野
博
・
南
雲
ま
さ
子
・

　
　
　
　
　

井
上
栄
一
・
田
代
実
・
平
野
由
里
子

職員より館内の説明を受ける

松崎町役場前
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皆さんの傍聴をお待ちしております!　第2回定例会は6月12日(水)開会

編　　集
あとがき

　
元
号
が
改
ま
り
最
初
の
議
会
だ

よ
り
で
す
。
再
び
新
年
を
迎
え
た

か
の
よ
う
な
賑
や
か
さ
も
落
ち
着

い
た
頃
か
と
思
い
ま
す
。
テ
レ
ビ

で
平
成
を
振
り
返
る
番
組
が
多

か
っ
た
お
か
げ
で
、
主
だ
っ
た
出

来
事
と
、
自
分
が
そ
の
頃
ど
う

だ
っ
た
か
を
、
今
一
度
思
い
出
す

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
松
田
町
で
は
、
と
言
え
ば
平
成

元
年
に
町
民
憲
章
が
制
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
住
民
自
治
基
本
条
例
制

定
は
昨
年
度
で
し
た
の
で
、
平
成

の
最
初
と
最
後
に
町
の
基
本
姿
勢

を
明
文
化
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

松
田
町
議
会
は
、
こ
れ
ら
の
基
本

姿
勢
に
鑑
み
、
令
和
の
時
代
も
ま

ち
づ
く
り
の
一
端
を
担
っ
て
ゆ
き

ま
す
。�

（
平
野
）

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
平
野
由
里
子

　
副
委
員
長
　
飯
田
　
　
一

　
委

員
　
中
野
　
　
博

　
委

員
　
小
澤
　
啓
司

　
委

員
　
齋
藤
　
　
永

　
委

員
　
大
舘
　
秀
孝

農業委員会の活動について
松田町農業委員会会長　吉田 輝夫さん（城山在住）

〇農業委員会の活動
　農業委員会制度の歴史は長く、戦後、
1951年に「農業委員会等に関する法律」、
1952年に「農地法」が制定された歴史ある
組織であり、農地法等に基づき農地に関する事
務を執行する行政委員会とし
て設置されております。本町
の農業委員会は、特に、「地
域の農地を守り、活かす農業
委員会活動」を基本とし活動
を行っています。
　現在、農業委員は、平成
29年7月より3年間の任期で、
松田地区４名、寄地区4名の
計8名で活動しています。
　本町の農地（農業振興地
域）は、中山間地域が多く、専業農家の減少、
農業者の世代交代による後継者不足、鳥獣被害
等により農地が減少しつつあります。
　平成30年度は、農地の現状を把握するため、
農地パトロールを11月から1月にかけて実施
しました。航空写真と農地データを基に、実
際に現地を訪れ、農地を「A．営農を行ってい
る農地、B．周辺の農地より著しく劣っている
農地、C．遊休農地だが農地に戻すことが可能、
D．農地へ戻すことが不可能」の4段階の区分
に分けました。その結果として、耕作放棄地の
多さがひしひしと伝わり、深刻化していること
を改めて実感しました。
　また、農地を10年後、20年後守っていく
には、どのようにしていったらよいかと言う課

題に対して、国の政策である「人・農地プラ
ン」を、寄地区を対象として策定いたしました。
　「人・農地プラン」は、集落・地域において
近い将来の地域農業の姿や、あり方について話
し合いを行い、人と農地の問題を一体的に解

決していくためのプランです。
寄地区の「人・農地プラン」
には中心経営体となる農業者
が3件登録されており、その
うち２件は認定農業者による
露地野菜の栽培と、認定新規
就農者によるお茶の栽培、も
う1件は椎茸栽培を中心とし
た活動をされております。こ
の「人・農地プラン」を通じ
て、地域農業が活性化される

ことを期待しています。
　今後は、松田地区においても「人・農地プラ
ン」の策定を推進していきます。まずは、松田
地区（農業振興地域）内で耕作されている全農
家を対象にアンケート調査を実施いたします。
10年後、20年後、地域の農地はどのように
なっているか、真剣に考えてみてください。ア
ンケートの回答を基に、地域の皆さんに話し合
いを行ってもらい、「人・農地プラン」の策定
を進めていきます。
　最後に、これからも様々な角度から地域農業
の課題に対応し、地域農業に必要な農業委員会
として活動をして参りますので、町民皆様のご
理解とご協力をお願いいたします。

農地パトロールの様子


